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【学校の重点教育目標】 

「何事にも意欲的に取り組み、 

筋道を立てて考える子」 

日・曜日 １０月の行事予定 

1 土  

2 日  

3 月 
二計測（１・２・３年） 街頭指導 

学習発表会特別時間割開始 

4 火 二計測（４・５・６年） 全校朝会 

5 水 
視力検査（１･２年） 

学習発表会プログラム配布 

6 木 視力検査（３・４年） 

7 金 
前期通知表配布 １年校外学習 

委員会活動 視力検査（５・６年） 

8 土 
土曜授業 

青少年育成大会（５・６年） 

9 日 市民マラソン大会 

10 月 スポーツの日 

11 火  

12 水  

13 木  

14 金  

15 土  

16 日  

17 月 
学習発表会総練習 

短縮６時間授業 

18 火 街頭指導 

19 水 
学習発表会 

（１年２時間目、２年５時間目） 

20 木 
学習発表会 

（３年２時間目、４年５時間目） 

21 金 
学習発表会 

（５年２時間目、６年５時間目） 

22 土  

23 日  

24 月  

25 火 プレミアムサポート学習（２・５年） 

26 水  

27 木 プレミアムサポート学習（１・６年） 

28 金 委員会活動 

29 土  

30 日 市民文化祭 

31 月 プレミアムサポート学習（３・４年） 

感情を言葉にする 

               校長 渡邊 聡 

朝晩には、すっかり冷たい風が流れるようになり、秋

の風情が増してきました。日中との寒暖差も大きくなり

ますので、風邪などひかないよう体調管理をよろしくお

願いいたします。 

さて、人は毎日、様々な感情を抱きながら生活を送っ

ています。甘える・あせる・羨む・怯える・驚く・困

る・疲れる・はりきる・ふざける・喜ぶ・欲張る・うっ

とりする・イライラする・くよくよする・わくわくす

る・苦しい・不安な・憂鬱な・弱気な・励ます・怒る・

緊張する・我慢する・幸せな・安心するなど、ちょっと

考えただけでもたくさんの気持ちや心の動きを表す言葉

が浮かびます。感情を表す言葉は、実感を通して身につ

きます。子どもたちは語彙数が少ないので、いろいろな

感情をうまく表現できません。だから、そばにいる大人

が、子どもたちの様子をよく観察して「今、こんな状態

だったから、こんな気持ちになったんだよね。」と適切

な言葉を何度も何度も繰り返し話してあげながら、感情

を育て、コントロールする力につなげてあげることが大

切になります。私たち大人も、きっと親や保育園・幼稚

園・小学校の先生、そして近所の人たちに、たくさんの

言葉をかけられて心の動きを言葉で表現できるように

なったのだと思います。自分のもつ豊かな感情をしっか

り見てもらえることは、思いやりの心を育てることにつ

ながると思います。思春期に入ると、分かってはいるけ

れど素直に言葉を受け入れられなくなることも多くなり

ます。小さなうちに心の動きを表す言葉をたくさん与え

て、豊かな感情を育んであげてほしいと思います。 

10月には、学習発表会があり子どもたちは一生懸命に

練習に取り組んでいます。新型コロナウィルス感染症と

共存する社会に移行していますが、学校では、感染予防

対策を継続しています。保護者の皆様にも、どうぞご協

力をよろしくお願いいたします。 

ーお知らせー 

○5年2組担任の飯川教諭が病休に入りますので、10/3よ

り野呂教諭が担任となります。 

○6年1組担任の米原教諭が産休に入りますので、10/18

より小西教諭が担任となります。 

○教員不足により代替教員が見つかりません。校長も教

頭も総動員で教育に当たりますのでご支援をお願いいた

します。また、「ことばとまなびの教室」の運営を一部

変更しますのでご理解をお願いいたします。 



９月１４日（水）に避難訓練がありました。今回は、休み時間に火事が起
きたことを想定した訓練で、子どもたちは遊んでいる場所で災害が起きたと
きの行動のしかたを学ぶ機会となりました。 
訓練には消防署の方にもご協力いただき、子どもたちが安全に避難してい

るか確認していただきました。子どもたちの避難のしかたは、大体がよかっ
たとお話しいただきましたが、おしゃべりが多かったのは残念だとご指導い
ただきました。災害など緊急事態の際は、命を守ることを最優先に考え、安
全に避難するための指示を聞いたり正しい情報を集めたりする必要があるの
で、落ち着いて行動する姿勢を身に付けられるよう、今後の避難訓練に生か
してほしいと考えています。 

２学期も１ヶ月ほど過ぎ、子どもたちの学習は着々と進んでいます。学習
の中にもＩＣＴの活用がどんどん導入されており、従来の黒板やノートとＩ
ＣＴ機器のパソコンやタブレットの融合を図った令和型の学習が行われてい
ます。 
本校においても、１人１台端末を使って、ＡＩドリル学習や撮影機能を活

用したプレゼン資料の作成、ペッパーを活用したプログラミング学習などが
各学級で進められています。また、調べ学習では、インターネットを使って
様々な情報をすぐに手に入れ活用することができています。 
一方、インターネットなどを使う際は、個人情報の取り扱いや正しい情報

を見分けるなど、情報モラルに留意する必要があります。便利なものだから
こそ、安全安心に使って、最大限有効活用していきたいと考えています。 

９月２１日（水）～２２日（木）の１泊２日で、５年生がネイパル森や大
沼などで宿泊研修を行いました。 
様々な活動があったり、初めて友達と寝食を共にする子もいたりと、計画

段階から子どもたちのわくわく感がとても伝わってきました。 
台風の接近で天候が心配されましたが、当日朝少し肌寒かったものの、始

まってみればよい天候に恵まれ、子どもたちは楽しく活動に取り組んでいま
した。 
出発式では、校長先生から自分たちでたくさんのルールを考えたことを実

行し、宿泊研修を通して立派な姿を見せてほしいとお話がありました。 
この２日間で学んだことを今後の学校生活で生かしてくれることを期待し

ています。 

体育委員会が企画した「運動しよう会」が行われ、１・２年生は「鬼ごっ
こ」、３～６年生は「ドッジボール」に取り組みました。 
体育館に各学年の子どもたちが集まって一斉に遊ぶのは、新型コロナウイ

ルスの流行後、久しぶりだったということで、子どもたちの楽しそうな姿が
印象的でした。 
まだまだコロナ禍にありますが、感染予防に努めながら、子どもたちの活

動の充実を図っていきたいと思います。 


